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可 決 し た 主 な 議 案

　５月定例会は、５月26日から６月20日までの26日間にわたって開催しました。
　本定例会では、4年度一般会計補正予算や浜松市税条例等の一部改正についてな
ど市長提出議案の23件、監査委員選任など人事
案件3件のほか、議会提出の委員会条例、会議
規則、意見書など6件の審議を行い、いずれも
原案のとおり可決、同意しました。このほか、
請願１件は不採択となりました。
　また、正副議長選挙を行い、議長に太田康隆
議員、副議長に倉田清一議員を選出しました。

デジタルを活用したまちづくり推進条例の制定
●条例の制定 
  デジタルを活用したまちづくりの推進に関する
  基本原則と基本的な事項を定め、市の責務と市
  民等の役割を明らかにします。

小・中学校への無線アクセスポイント機器の整備
●物品購入契約締結

小・中学校に整備したタブレット型端末を接続
するため、特別教室に無線アクセスポイント機
器を整備します。

４年度一般会計補正予算　　　　　総額71億1800万円
◆原油価格・物価高騰に伴う市民負担軽減のた
　め、電子決済サービスなどを活用したポイント
　還元事業を実施　　　　　　　　　

  
15億円

◆市内全産業を対象として、コスト削減につなが
　るカーボンニュートラル対応への取組を支援　
　　　　　　　　　　　　　　　  9億5940万円

◆コロナ禍における生活支援として、4年度分の
　住民税均等割が非課税となった世帯に対し10
　万円を支給　　　　　　　　    　7億200万円
  
◆貨物運送業などに対する原油価格高騰分の支援
　　　　　　　　　　　　　　　  2億9500万円

◆物価高騰による学校給食費への影響を鑑み、学
　校給食などの提供にかかる価格上昇相当額を支援
　　　　　　　　　　　　　　　  1億6750万円
◆届出書などの記入にかかる手間を省き、署名だ
　けで手続ができる「書かないワンストップ窓口」
　の導入　　　　　　　　　　　　1億5550万円
◆３次元の地理空間データに建物情報や災害リス   
　クなどの属性情報を付加した3D都市モデルを
　整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 1億円
◆マイナンバー制度を利用した市民サービスに対応

　
するため、戸籍システムを改修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
3130万円

など
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◎5月定例会のあらまし

議
会
活
動
の
経
過

〔
５
月
〕

13
日　
各
常
任
委
員
会

         

行
財
政
改
革
・
大
都
市

　
　
　
制
度
調
査
特
別
委
員
会                                                    

19
日　
議
会
運
営
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

26
日　
本
会
議（
５
月
定
例
会

　
　
　
開
会・議
案
上
程
） 　

      
         

総
務
委
員
会

         

厚
生
保
健
委
員
会

27
日　
行
財
政
改
革・大
都
市

　
　
　
制
度
調
査
特
別
委
員
会

〔
６
月
〕

7
日　
議
会
運
営
委
員
会

8
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

9
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

10
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

13
日　
各
常
任
委
員
会

17
日　
議
会
運
営
委
員
会

         

行
財
政
改
革
・
大
都
市

　
　
　
制
度
調
査
特
別
委
員
会

20
日　
本
会
議（
採
決・５
月

　
　
　
定
例
会
閉
会
）

27
日　
大
型
公
共
施
設
建
設

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

29
日　
行
財
政
改
革
・
大
都
市

　
　
　
制
度
調
査
特
別
委
員
会

投票の様子（議長選挙）

　議長に太田康隆議員、副議長に倉田清一議員を選出　
 原油価格・物価高騰に対する支援など補正予算71億円を可決　

5月
定例会



◆電柱の耐震化対策の推進を求める意見書
◆国立病院機構天竜病院の医療体制の充実及び機能強化を求める意見書
◆難病患者の治療に係る負担軽減を求める意見書
◆介護職員の処遇改善に関する手続の簡素化と対象職種の拡大を求める意見書

可 決 し た 意 見 書
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◎行政区再編に関する協議の経過

行政区再編に関する協議の経過　協議の経過はこちらから
区制度協議の経過

　行政区の再編については、行財政改革・大都市制度調査特別委員会において、協議を
進めています。4年4・５・６月の協議では、施行時期を６年１月１日としたほか、区割
り案の決定及び６月以降の協議スケジュールについて、当局案を了承しました。

【区割り案の概要】

【行政区再編に係るスケジュール】

〔
7
月
〕

12
日　
行
財
政
改
革
・
大
都
市

　
　
　
制
度
調
査
特
別
委
員
会

19
日　
各
常
任
委
員
会

　
　
　
行
財
政
改
革
・
大
都
市

　
　
　
制
度
調
査
特
別
委
員
会

※区名の募集については、広報はままつ
　4年8月5日号を御覧ください。

浜北区選出、71歳、当選5回
この間、第73代議長、議会運営委
員長、大都市制度調査特別委員長
などを歴任。

会派：自由民主党浜松
座右の銘：人はただ身のほどを知れ
草の葉の露も重きは落つるものかな
趣味：旅行、読書

西区選出、67歳、当選2回
この間、建設消防委員長、交通
政策・大規模災害対策調査特別
副委員長などを歴任。

会派：自由民主党浜松
座右の銘：至誠
趣味：スポーツ、ガーデニング

5月定例会において、新しい正副議長を選出しました。 
議 長 　 太

お お た
田　康

やすたか
隆 副議長　 倉

く ら た
田　清

せいいち
一

第82代 第87代

 C区

 A区

 B区

令和４年　7～10月　　行政区画等審議会への諮問・答申
　　　　　　　　　　　(区域について)(区の名称について)
　　　　 11～12月　　７区協議会への諮問・答申
令和５年　　　１月　　行政区画等審議会、区協議会における答申内容について(報告)
　　　　　　　２月　　区設置等条例議決
令和６年　　　１月　　行政区再編(３区)の施行

※人口：浜松市区別・町字別世帯数人口(令和2年12月1日現在　住民基本台帳による）

区の数
A区 B区 C区

人口 614,579人 158,088人 27,450人
面積 268㎢ 346㎢ 944㎢

３区　

区割り
天竜区

中区、東区、西区、南区、
北区（三方原地区）

北区（三方原地区以外）
浜北区
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◎委員会の構成

委員会の構成委員会の構成

◎は委員長、○は副委員長◎は委員長、○は副委員長
委員の氏名は50音順に掲載委員の氏名は50音順に掲載

議会運営委員会（10人）議会運営委員会（10人）
議会の運営、議会提案の条例・規則・意見書の調整、
その他議長からの諮問などに関すること

◎戸田　　誠	 ○鈴木　真人	 ○平野　岳子
　稲葉　大輔　　太田利実保　　小野田康弘
　神間　郁子　　北島　　定　　幸田惠里子	
　松本　康夫

特 別 委 員 会特 別 委 員 会
行財政改革・大都市制度調査（12人）

行財政改革、大都市の行財政実態に対応した制度
の調査研究に関すること

◎髙林　　修	 ○関イチロー	 　稲葉　大輔
　岩田　邦泰	 　太田利実保	 　太田　康隆
　小野田康弘	 　加茂　俊武	 　齋藤　和志
　酒井　豊実	 　鈴木　育男　　松下　正行

地方創生調査	   （11人）

地方創生の調査研究に関すること

◎須藤　京子	 ○山崎とし子	 　神間　郁子
　北島　　定	 　北野谷富子	 　久米　丈二
　鈴木　　恵	 　鳥井　德孝	 　花井　和夫
　馬塚彩矢香	 　森田　賢児

大型公共施設建設調査　　　（11人）

大型スポーツ施設、新病院及び新清掃工場の建設
の調査研究に関すること

◎黒田　　豊	 ○井田　博康	 　小黒　啓子
　倉田　清一	 　小泉　　翠	 　湖東　秀隆
　戸田　　誠	 　平間　良明　　松本　康夫
　丸　　英之	 　和久田哲男

交通政策・大規模災害対策調査（12人）

道路ネットワーク、交通安全対策、公共交通、大規
模災害対策、新型感染症対策の調査研究に関する
こと

◎鈴木　真人	 ○平野　岳子	 　渥美　　誠
　落合　勝二	 　幸田惠里子	 　斉藤　晴明
　鈴木　幹夫	 　鈴木唯記子　　露木里江子
　遠山　将吾	 　波多野　亘　　栁川樹一郎

常 任 委 員 会常 任 委 員 会
総　　務	 （10人）

危機管理、企画、広聴広報、人事、組織編成、行政経
営、財政、税務、デジタル化などに関すること

◎加茂　俊武	 ○太田利実保	 　太田　康隆
　神間　郁子	 　北島　　定	 　斉藤　晴明
　鈴木　育男	 　鈴木　幹夫	 　戸田　　誠
　山崎とし子

厚生保健	 （９人）

高齢・障害福祉、介護保険、国保年金、次世代育成、
子育て支援、保育、健康医療、保健などに関するこ
と

◎幸田惠里子	 ○露木里江子	 　小黒　啓子
　北野谷富子	 　齋藤　和志	 　鈴木　　恵	
　須藤　京子	 　遠山　将吾　　波多野　亘

環境経済	 （９人）

環境企画・保全、清掃、資源廃棄物、産業廃棄物、商
工業、観光交流、農林水産などに関すること

◎松本　康夫	 ○平間　良明	 　井田　博康
　湖東　秀隆	 　酒井　豊実	 　鈴木唯記子
　鳥井　德孝	 　平野　岳子	 　松下　正行

建設消防	 （９人）

都市計画、土地政策、交通政策、公園緑地、土木、建
築行政、上下水道、消防などに関すること

◎丸　　英之	 ○久米　丈二	 　渥美　　誠
　落合　勝二	 　倉田　清一　　小泉　　翠
　鈴木　真人	 　関イチロー　　花井　和夫

市民文教	 （９人）
地域自治振興、市民協働、区役所、市民生活、文化政
策、スポーツ振興、生涯学習、文化財、図書館、学校
教育などに関すること

◎稲葉　大輔	 ○岩田　邦泰	 　小野田康弘
　黒田　　豊	 　髙林　　修	 　馬塚彩矢香
　森田　賢児	 　栁川樹一郎	 　和久田哲男

４年度の所属委員会は次のとおりです４年度の所属委員会は次のとおりです
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◎常任委員会の状況

総 
務 
委 
員 

会
厚
生
保
健
委
員
会
環
境
経
済
委
員
会
建
設
消
防
委
員
会
市
民
文
教
委
員
会

●
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て

質
疑
今
回
廃
止
す
る
新
川
南
駐

車
場
以
外
で
、本
市
が
管
理
す
る
駐

車
場
は
、今
後
も
減
ら
し
て
い
く
考

え
か
。

答
弁
基
本
的
に
赤
字
で
あ
れ
ば

廃
止
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
が
、

現
時
点
で
は
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的

な
廃
止
予
定
は
な
い
。

●
万ま
ん
ご
く斛
庄
屋
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

質
疑
国
の
補
助
金
を
活
用
し
た

整
備
の
内
容
は
。

答
弁
今
後

の
公
園
利
用

者
の
増
加
を

見
込
み
、
施

設
周
辺
の
園

路
や
広
場
、

駐
車
場
な
ど

の
機
能
強
化

を
行
う
も
の

で
あ
る
。

常
任
委
員
会
の
状
況

６
月
13
日
に
開
催
し
た
各
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
で
す

万斛庄屋公園

●
青
少
年
活
動
費
に
つ
い
て

質
疑
今
回
市
長
事
務
部
局
に
設

置
す
る
い
じ
め
調
査
委
員
と
、
い

じ
め
問
題
第
三
者
委
員
会
、
い
じ

め
問
題
再
調
査
委
員
会
の
関
係
は
。

答
弁
い
じ
め
調
査
委
員
は
、
事

案
が
重
大
事
態
と
認
定
さ
れ
る
前

に
、
そ
の
疑
い
が
あ
る
も
の
を
調

査
す
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
重
大

事
態
と
認
定
さ
れ
た
も
の
を
調
査

す
る
の
が
、
教
育
委
員
会
の
い
じ

め
問
題
第
三
者
委
員
会
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
調
査
が
不
十
分
で

あ
っ
た
場
合
な
ど
に
、
市
長
の
諮

問
に
よ
り
い
じ
め
問
題
再
調
査
委

員
会
が
調
査
す
る
こ
と
と
な
る
。 

●
保
育
材
料
及
び
児
童
給
食
賄
料
事

　
業
に
つ
い
て

質
疑
コ
ロ
ナ
禍
で
食
材
料
費
が

高
騰
す
る
中
、
保
育
所
な
ど
の
給

食
費
を
据
え
置
く
た
め
に
支
援
す

る
費
用
を
追
加
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
期
間
は
い
つ
ま
で
か
。

答
弁
４
年
４
月
か
ら
５
年
３
月

ま
で
で
あ
る
。

●
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

　
り
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質
疑
市
民
は
個
人
情
報
の
漏
え

い
や
利
活
用
に
不
安
を
持
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
方
は
。

答
弁
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
に
備

え
た
情
報
漏
え
い
対
策
を
徹
底
す

る
こ
と
や
、
法
令
に
基
づ
く
個

人
情
報
の
取
扱
い
が
必
要
と
考
え
、

個
人
情
報
の
保
護
及
び
個
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
す
る

規
定
を
設
け
て
い
る
。　
　
　
　

質
疑
条
例
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

の
推
進
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
体
制
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
市
長
を
本
部
長
と
す
る
デ

ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

本
部
と
、
デ
ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
２
つ
を
推
進
体
制
と
位
置

づ
け
、
取
組
を
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

●
外
国
人
起
業
活
動
促
進
事
業
に
つ

　
い
て

質
疑
本
事
業
で
想
定
し
て
い
る

外
国
人
起
業
家
は
。

答
弁
本
地
域
の
企
業
に
就
労
す

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
及
び
留
学
生
が
一

番
大
き
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
考
え
て

い
る
が
、
海
外
在
住
者
や
海
外
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
日
本
法
人
を
設

立
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。 

●
公
共
交
通
機
関
を
用
い
た
市
内
観

　
光
周
遊
促
進
事
業
に
つ
い
て

質
疑
９
月
か
ら
５
年
１
月
末
ま

で
の
事
業
期
間
を
予
定
し
て
い
る

が
、
５
年
１
月
の
大
河
ド
ラ
マ

「
ど
う
す
る
家
康
」
の
放
送
開
始

な
ど
を
控
え
、
切
れ
目
の
な
い
施

策
と
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
弁
本
事
業
は
国
の
交
付
金
を

活
用
す
る
た
め
、
５
年
３
月
末
ま

で
に
精
算
す
る
必
要
が
あ
る
。
な

お
、
現
在
、
家
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
協
議
会
に
お
い
て
様
々
な
誘

客
施
策
を
検
討
し
て
お
り
、
今
後
、

必
要
な
予
算
措
置
を
行
っ
て
い
く
。

●
戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
に
つ
い

　
て質

疑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対

応
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
が
さ
れ
れ

ば
、
非
本
籍
地
に
お
い
て
、
本
籍

地
や
戸
籍
内
容
の
変
更
な
ど
の
手

続
を
行
う
場
合
に
、
戸
籍
証
明
書

の
提
出
は
不
要
に
な
る
の
か
。

答
弁
そ
う
し
た
手
続
の
際
も
戸

籍
証
明
書
を
提
出
せ
ず
に
手
続
で

き
る
も
の
と
な
る
。

●
物
品
購
入
契
約
締
結
（
小
中
学
校

　
特
別
教
室
用
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

　
ン
ト
機
器
）
に
つ
い
て

質
疑
今
回
の
調
達
で
全
て
の
特

別
教
室
に
整
備
が
行
き
届
く
の
か
。

ま
た
、
運
用
開
始
は
い
つ
か
ら
か
。

答
弁

小
・
中
学
校
に
整
備
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
接
続
す

る
た
め
、
無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
を
増
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
ク

ラ
ス
単
位
で
利
用
が
で
き
る
特
別

教
室
は
、
今
回
の
機
器
で
賄
え
る
。

ま
た
、
10
月
か
ら
の
運
用
開
始
を

予
定
し
て
い
る
。
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◎代表質問 

Photo by Yuuri Tanimoto

質
問

県
営
野
球
場
の
整

備
に
つ
い
て
、
プ
ロ
野
球

開
催
が
可
能
な
規
模
と
な

る
よ
う
県
に
対
し
要
望
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
県
営
野
球
場
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
毎
年
継

続
し
て
要
望
し
て
い
る
。

４
年
度
は
県
に
よ
る
公
園

基
本
計
画
の
策
定
が
再
ス

タ
ー
ト
し
、
年
度
内
に
は

計
画
案
が
で
き
る
予
定
で

あ
る
た
め
、
野
球
場
整
備

に
向
け
た
検
討
が
加
速
す

る
と
期
待
し
て
い
る
。　

　
ま
た
、
県
内
モ
ニ
タ
ー

へ
実
施
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
約
67
％
が

プ
ロ
野
球
が
開
催
で
き
る

大
型
ス
タ
ン
ド
球
場
が
よ

い
と
回
答
し
て
お
り
、
県

民
の
期
待
が
大
き
い
こ
と

も
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、

４
年
度
も
県
営
野
球
場
の

早
期
実
現
を
求
め
る
と
と

も
に
、
県
西
部
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
に
ふ
さ
わ
し

い
、
プ
ロ
野
球
開
催
が
可

能
な
施
設
と
な
る
よ
う
要

望
し
て
い
く
。　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
支
援

　
し
普
及
促
進
を　
　
　

②
ご
み
屋
敷
問
題
に
対
応

す
る
条
例
制
定
を　
　

③
馬
込
川
河
口
部
の
整
備

で
に
ぎ
わ
い
創
出
を　

公明党
黒田　豊

プ
ロ
野
球
開
催
が
可
能
な

県
営
野
球
場
の
整
備
を

馬込川河口部水門完成イメージ
出典：静岡県浜松土木事務所

 
代
表
質
問

６
月
8
日
に
は
、会
派
を
代
表
し
て
4
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問
国
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
追
加
交
付
は
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、

具
体
的
な
活
用
策
と
優
先

順
位
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
弁
ま
ず
は
直
接
的
な

生
活
支
援
と
し
て
、
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
に
よ
る

家
計
へ
の
影
響
緩
和
の
た

め
、
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
た
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
を
通
じ
幅
広
く
生

活
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

特
に
子
育
て
世
帯
へ
は
、

食
材
費
高
騰
の
中
で
も
給

食
費
が
据
え
置
か
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
。　
　

　
加
え
て
市
民
生
活
に
欠

か
せ
な
い
路
線
バ
ス
や
物

流
関
係
へ
の
支
援
、
さ
ら

に
は
地
域
産
業
の
持
続
的

発
展
を
目
指
す
支
援
な
ど
、

国
や
県
の
施
策
と
一
体
的

に
取
り
組
む
中
で
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
生
活
者

支
援
と
地
域
経
済
の
下
支

え
を
行
っ
て
い
く
。　
　

そ
の
他
の
質
問

①
感
染
動
向
に
よ
る
今
後

の
市
民
生
活
の
変
化
は

②
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
子
供

相
談
支
援
体
制
構
築
を

③
地
区
社
協
と
協
働
し
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を

自由民主党浜松
平野　岳子

地
域
実
情
に
応
じ
た
国
か

ら
の
臨
時
交
付
金
活
用
を

地区社協におけるサロン活動の一こま

質
問

部
活
動
の
地
域
へ

の
移
行
が
進
む
中
、
小
・

中
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

利
用
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
鍵
と
利
用

料
の
精
算
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
を
早
期
に
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
学
校
開
放
事
業
は
、

学
校
ご
と
に
運
営
委
員
会

を
置
い
て
い
る
た
め
、
事

務
を
担
う
教
職
員
の
負
担

が
発
生
し
て
い
る
。
３
年

度
は
全
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
ほ
か
、
３
校

を
モ
デ
ル
に
行
っ
た
ス
マ

ー
ト
化
実
験
で
は
高
い
評

価
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

４
年
度
は
約
半
数
の
学
校

へ
拡
大
し
、
早
期
の
本
格

稼
働
を
目
指
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

活
用
し
た
キ
ー
レ
ス
化
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
実

証
を
進
め
る
と
と
も
に
、

夜
間
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や

自
動
点
灯
、
利
用
団
体
同

士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、

さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上

も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
難
病
患
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
交
通
費
補
助
を

②
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

学
校
へ
看
護
師
派
遣
を

③
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支

援
の
現
状
と
取
組
は　

市民クラブ
斉藤　晴明

小
・
中
学
校
の
施
設
利
用

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に

キーレス化を実現する固定型スマートキーの例
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◎代表・一般質問

 

一
般
質
問

質
問

本
市
は
政
令
市
中
、

人
口
10
万
人
当
た
り
の
人

身
交
通
事
故
が
最
も
多
く
、

交
通
安
全
計
画
で
は
「
お

も
い
や
り
と
ゆ
と
り
」
が

実
現
で
き
る
対
策
に
取
り

組
む
と
し
て
い
る
が
、
具

体
的
な
対
策
は
ど
う
か
。

答
弁

３
年
12
月
に
策
定

し
た
第
11
次
浜
松
市
交
通

安
全
計
画
で
は
、
交
通
環

境
に
係
る
安
全
対
策
と
し

て
、
道
路
管
理
者
や
交
通

管
理
者
が
行
う
ハ
ー
ド
系

の
取
組
を
重
点
施
策
と
し

て
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
幹
線
道
路
に
お
け

る
交
差
点
改
良
や
通
学
路

安
全
対
策
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、
事
故
危
険

箇
所
の
対
策
や
、
通
学
路

合
同
点
検
結
果
を
踏
ま
え

た
対
策
な
ど
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
本
計
画
が
掲

げ
る
「
お
も
い
や
り
と
ゆ

と
り
」
の
あ
る
交
通
環
境

の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
ら

の
取
組
を
計
画
的
か
つ
着

実
に
実
施
し
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
公
共
交
通
利
用
促
進
で

割
引
助
成
の
考
え
は

②
高
齢
者
に
向
け
補
聴
器

購
入
助
成
制
度
創
設
を

③
学
校
給
食
に
お
け
る
食

材
費
高
騰
の
影
響
は

日本共産党浜松市議団
落合　勝二

学校給食の一例

質
問

部
活
動
の
在
り
方

の
議
論
は
、
生
徒
自
身
や

地
域
の
思
い
が
吸
収
で
き

て
い
る
か
が
課
題
と
感
じ

て
い
る
。
部
活
動
の
地
域

移
行
に
お
い
て
は
、
生
徒

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
地

域
を
交
え
た
協
議
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。　

答
弁

国
が
示
し
て
い
る

休
日
の
部
活
動
の
段
階
的

な
地
域
へ
の
移
行
に
つ
い

て
は
、
学
校
規
模
や
地
域

の
特
色
、
特
性
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
で
は
地
域
を
交
え
て

検
討
す
る
こ
と
を
考
え
て

お
り
、
４
年
度
は
モ
デ
ル

校
で
指
導
者
確
保
や
地
域

連
携
を
含
め
た
検
証
を
行

っ
て
い
く
。　
　

　
ま
た
、
活
動
の
主
体
は

生
徒
で
あ
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
や
話
合
い

の
機
会
が
大
切
と
考
え
て

お
り
、
検
証
結
果
を
基
に

望
ま
し
い
人
間
関
係
や
社

会
的
資
質
が
培
え
る
よ
う

地
域
移
行
を
検
討
し
て
い

く
。そ

の
他
の
質
問

①
地
域
の
敬
老
会
式
典
を

　
市
で
行
う
考
え
は　
　

②
保
護
司
の
負
担
軽
減
で

成
り
手
不
足
の
解
消
を

③
中
小
企
業
支
援
に
対
す

る
事
業
者
か
ら
の
声
は

遠山　将吾
創造浜松

中
学
校
の
部
活
動
に
生
徒 

地
域
の
思
い
の
反
映
を  

中学校での部活動の様子

質
問
細
江
地
区
排
水
機

場
の
遠
隔
シ
ス
テ
ム
導
入

予
定
は
ど
う
か
。
ま
た
、

都
田
川
瀬
戸
堰
の
老
朽
化

対
策
は
ど
う
か
。　
　
　

答
弁

排
水
機
場
は
降
雨

に
よ
る
農
地
の
湛
水
被
害

を
防
止
す
る
目
的
で
設
置

さ
れ
て
お
り
、
安
定
的
な

運
転
管
理
と
運
転
人
の
安

全
確
保
な
ど
を
図
る
た
め
、

２
年
度
か
ら
遠
隔
監
視
・

制
御
に
よ
る
排
水
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
て

い
る
。
細
江
地
区
に
つ
い

て
も
、
早
期
導
入
が
必
要

と
認
識
し
て
お
り
、
予
定

よ
り
早
い
第
２
期
で
の
導

入
に
向
け
、
県
と
調
整
を

進
め
て
い
く
。　
　
　
　

　
ま
た
、
細
江
町
中
川
地

区
へ
農
業
用
水
を
安
定
的

に
供
給
す
る
た
め
設
置
さ

れ
て
い
る
瀬
戸
堰
は
、
30

年
と
さ
れ
る
ラ
バ
ー
部
の

耐
用
年
数
を
経
過
す
る
前

に
機
能
診
断
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
診
断
結
果
に

基
づ
く
補
修
や
更
新
整
備

を
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
ご
み
屋
敷
対
策
に
関
す

る
条
例
制
定
の
進
捗
は

②
再
編
さ
れ
る
Ｂ
区
の
交

通
網
の
整
備
と
対
策
を

③
天
皇
陛
下
ゆ
か
り
の
地

細
江
公
園
の
再
整
備
を

加茂　俊武
自由民主党浜松

三和第１排水機場（北区細江町）

人
身
交
通
事
故
の
大
幅
削

減
に
向
け
た
対
策
を

6
月
9
日
、10
日
に
は
、5
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た

細
江
地
区
排
水
機
場
及
び

都
田
川
瀬
戸
堰せ
き
の
対
策
を

・



※
Ｓ
Ｓ
Ｗ・・・ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

※
特
別
自
治
市・・・県・市
の
二
重
行
政
の
無
駄
を
取
り
去
り
、住
民
に
最
も
身
近
な
基
礎
自  

　
　
　
　
　
　
　

 

治
体
が
、事
務
の
一
元
化
に
よ
る
迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
や
、市
民
ニ
ー
ズ
を 

　
　
　
　
　
　
　

的
確
に
捉
え
た
施
策
展
開
を
行
う
考
え
方
。　　
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◎一般質問

質
問
浜
松
市
緑
の
基
本

計
画
の
策
定
に
向
け
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、

公
共
施
設
は
市
民
に
と
っ

て
魅
力
の
あ
る
緑
化
に
な

っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

公
共
施
設
の
緑
化
推
進
の

目
指
す
方
向
性
は
ど
う
か
。

答
弁

本
計
画
に
お
け
る

今
後
の
展
開
の
方
向
性
と

し
て
、
公
共
施
設
へ
の
緑

化
を
進
め
、
市
民
団
体
の

活
動
活
性
化
や
、
ま
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と

し
て
、
住
民
に
親
し
ま
れ

る
緑
を
育
て
て
い
く
方
針

と
し
て
い
る
。　
　
　
　

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
管
理

面
の
質
的
向
上
を
図
る
た

め
に
は
、
さ
ら
に
新
た
な

市
民
団
体
が
多
数
生
ま
れ
、

各
団
体
が
い
き
い
き
と
し

た
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後

は
、
活
動
の
担
い
手
と
な

る
人
材
の
育
成
や
、
コ
ン

ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
花
壇

な
ど
緑
に
関
す
る
情
報
発

信
に
取
り
組
み
、
魅
力
あ

る
緑
化
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
モ
ラ
ル
教
育
を

②
伊
場
遺
跡
及
び
堀
留
運

　
河
の
再
整
備
を　
　
　

③
高
木
の
街
路
樹
へ
の
対

応
、
育
成
の
考
え
方
は

小野田　康弘
自由民主党浜松

公
共
施
設
の
緑
化
を
魅
力

あ
る
も
の
へ

ボランティア団体による市役所の花植えの様子

質
問
「
こ
こ
ろ
の
健
康

観
察
」
の
結
果
と
、
結
果

を
踏
ま
え
た
学
校
で
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
。

答
弁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
子
供
の
心
の
健
康
状
態

を
把
握
し
、
学
校
や
家
庭

で
の
支
援
に
生
か
す
た
め
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
調
査

を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の

２
年
で
は
子
供
た
ち
の
抑

う
つ
・
不
安
が
や
や
高
い

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

中
で
も
、
小
学
校
低
学
年

が
高
く
、
社
会
全
体
に
強

く
存
在
す
る
不
安
が
影
響

を
与
え
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
学
校
で
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

職
員
間
で
配
慮
を
要
す
る

子
供
を
共
有
し
、
Ｓ
※

Ｓ
Ｗ

等
を
含
め
た
チ
ー
ム
に
よ

る
支
援
と
と
も
に
、
保
護

者
と
の
情
報
共
有
に
よ
り
、

家
庭
と
学
校
の
両
輪
で
支

援
に
つ
な
げ
て
い
る
。
今

後
も
、
子
供
た
ち
の
心
の

健
康
状
態
を
把
握
し
、
早

期
支
援
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い

な
い
楽
器
の
活
用
を　

②
Ａ
Ｉ
の
活
用
で
道
路
維

持
管
理
の
効
率
化
を　

③
都
田
川
に
新
た
な
水
質

測
定
地
点
の
設
定
を　

神間　郁子
自由民主党浜松

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
供

た
ち
の
心
身
に
配
慮
を　

都田川へ流入する増沢調節池（都田総合公園）

部活動顧問と生徒の触れ合い

質
問
地
方
の
税
財
源
不

足
は
抜
本
的
な
検
討
が
必

要
で
あ
り
、
地
方
が
連
携

し
て
国
に
解
決
を
求
め
る

べ
き
課
題
で
あ
る
と
の
神

奈
川
県
の
主
張
に
対
す
る

考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
、

特※
別
自
治
市
実
現
に
必
要

か
つ
肝
心
な
行
動
は
何
か
。

答
弁

主
張
に
あ
る
国
と

地
方
間
の
税
源
配
分
の
是

正
は
強
力
に
進
め
る
べ
き

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
財
源

移
譲
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
自
由
で
充
実
し
た

市
政
運
営
が
可
能
に
な
る

と
考
え
る
が
、
真
の
分
権

型
社
会
の
実
現
に
向
け
て

は
、
基
礎
自
治
体
の
自
立

を
可
能
と
す
る
特
別
自
治

市
の
実
現
が
必
要
で
あ
る
。

　
特
別
自
治
市
に
つ
い
て

は
、
中
核
市
な
ど
一
定
規

模
以
上
の
自
治
体
を
巻
き

込
み
な
が
ら
機
運
の
醸
成

を
図
る
と
と
も
に
、
国
へ

の
要
請
、
経
済
界
と
の
連

携
、
国
民
へ
の
情
報
発
信

な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
実

現
を
目
指
し
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
市
民
の
意
見
を
受
け
て

ご
み
有
料
化
の
対
応
は

②
い
じ
め
調
査
委
員
の
設

　
置
理
由
と
責
務
は　
　

③
中
学
校
部
活
動
に
お
け

る
適
正
な
生
徒
指
導
を

髙林　修
自由民主党浜松

特
別
自
治
市
実
現
に
向
け

た
行
動
は
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◎政務活動費の決算状況

平成29年度から3年度までの書類の写しは、非公開情報を除き、議会事務局にて閲覧できます。
また、平成29年度から3年度までの収支報告書及び２年度、3年度の証拠書類を、浜松市議会ホーム
ページで公開しています。詳細は、議会総務課までお問合せください。（☎０５３－４５７－２５０５）

政 務 活 動 費 と は
　政務活動費は、地方自治法の規定により制定された「浜松市議会政務活動費の交付に関する条
例」に基づき、浜松市議会議員の政務活動に必要な経費の一部として、会派に対し交付されるもの
です。政務活動とは、調査研究、研修、広報、広聴、住民相談、要請、陳情、各種会議への参加な
ど、市政の課題や市民の意思を把握し市政に反映させる活動、その他住民福祉の増進を図るための
活動です。
　浜松市議会では、会派から提出された政務活動費の収支報告書及び証拠書類の写しの閲覧などを
行うことにより、政務活動費の使途の透明性確保に努めています。

令和3年度 政務活動費の決算状況
（単位：円）

※政務活動費は、1 人当たり月額 15 万円に各月 1 日における会派の所属議員数を乗じて得た額を交付
　しています。

会派名

 項　目

自由民主党 
浜　松 市民クラブ 創造浜松 公明党 日本共産党 

浜松市議団
浜松市政 

向上委員会
市民サポート 

浜　松
党派を 

超える会

24人 5人 5人 5人 4人 1人 1人 1人

交　付　額 43,200,000 9,000,000 9,000,000 9,000,000 7,200,000 1,800,000 1,800,000 1,800,000

預 金 利 息 202 34 32 34 22 9 8 8

収　入　計 43,200,202 9,000,034 9,000,032 9,000,034 7,200,022 1,800,009 1,800,008 1,800,008

調査研究費 1,483,640 313,124 238,739 85,443 180,080 84,734 0 37,381

研　修　費 401,811 37,481 3,922 111,847 0 25,777 0 201,465

広　報　費 10,342,122 1,623,883 2,883,433 462,888 2,696,671 225,060 1,311,659 126,795

広　聴　費 2,515,380 148,333 13,426 204,582 46,211 37,851 0 45,991

要請・陳情活動費 249,463 592 1,480 99,551 0 1,140 0 1,036

会　議　費 708,804 93,758 18,056 67,703 8,800 0 0 8,436

資料作成費 203,325 0 182,626 618,439 1,102,267 0 0 81,515

資料購入費 1,308,265 354,923 269,287 474,840 190,136 42,075 127,544 173,334

人　件　費 9,490,582 4,000,975 3,332,692 3,261,655 1,456,793 167,537 0 341,888

事 務 所 費 2,467,158 572,222 143,317 453,528 999,186 310,218 359,737 89,190

支　出　計 29,170,550 7,145,291 7,086,978 5,840,476 6,680,144 894,392 1,798,940 1,107,031

返　納　額 
（預金利息含む） 14,029,652 1,854,743 1,913,054 3,159,558 519,878 905,617 1,068 692,977



発行／浜松市議会〒430－8652 浜松市中区元城町103番地の2
編集／浜松市議会事務局
印刷／株式会社アプライズ

浜松市議会では、インターネットによる本会議・委員会のライブ中継と
録画配信を行っています。このほか、市議会ホームページでは会議録

（本会議・委員会）なども掲載しています。ぜひ御覧ください。
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/gikai/

再生紙を使用しています

紙上美術館

紙面に関するお問合せ
浜松市議会事務局　調査法制課
☎０５３－４５７－２５１３

市議会だよりは
パソコンやスマート
フォンでも御覧
いただけます

不要になれば、雑がみとしてリサイクル

〔
８
月
〕

25
日　
各
常
任
委
員
会

30
日　
議
会
運
営
委
員
会

〔
９
月
〕

6
日　
本
会
議（
9
月
定
例
会
開
会・

　
　
　
議
案
上
程
）

7
日　
各
常
任
委
員
会

13
日　
議
会
運
営
委
員
会

14
日　
本
会
議（
採
決・決
算
上
程
）

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

27
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

28
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

29
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

30
日　
決
算
第
２
分
科
会

〔
10
月
〕

3
日　
決
算
第
１
分
科
会

４
日　
決
算
第
２
分
科
会

５
日　
決
算
第
１
分
科
会

18
日   

決
算
審
査
特
別
委
員
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

27
日　
本
会
議（
決
算
採
決
）

今
後
の
議
会
活
動
の
予
定

No.178

　『ハイジ』の物語の原作は、スイス人作家ヨハンナ・シュピーリが1880年にドイ
ツで出版した『ハイジの修業時代と遍歴時代』と翌年に出版した続編『ハイジは習っ
たことを役立てる』の２冊の小説です。この小説は約70の言語に翻訳され、無数の
“ハイジ”のイメージが世界中に拡散しています。“ハイジ”と聞いて、日本人の多
くが想像するのは、1974年（昭和49年）に放送されたテレビアニメーション『アル
プスの少女ハイジ』（以下、アニメ『ハイジ』）ではないでしょうか。このアニメー
ションは、高畑勲氏、宮崎駿氏、小田部羊一氏ら、超一流のスタッフにより制作され
ました。本作は、アニメ『ハイジ』作画監督でキャラクターデザインを手がけた小田
部氏が浜松市美術館での展覧会のために描き下ろした新作で、ハイジが子ヤギのユキ
と戯れる様子が描かれています。アルムの爽やかな風の音とともに、ハイジの楽しげ
な笑い声や元気な足音がきこえてくるようです。

　　　　　　　　　　　　浜松市美術館　「ハイジ展―あの子の足音がきこえる―」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月11日（日）まで開催
                                                                                         ☎ 053-454-6801
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